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短納期を実現できる実規模の金型生産スケジュールの立案，および 

種々の制約条件下で短納期を実現できる多種変量生産スケジュール 

の立案をします． 

                   
１）金型生産 

日々異なる複数の金型を生産する金型工場において，機械稼働率を高め，金型の短納期生産を実

現するスケジューリングシステムを開発します．本研究では，ダイナミックな環境下で金型を短納期で

仕上げるため，組立に必要な部品の加工完了時刻をそろえるスケジューリング法や遺伝的アルゴリズ

ムを用いた方法を提案しています． 

 

２）多種変量機械部品生産 

日々異なる多種変量の機械部品を加工する機械部品工場において，段取時間が機械での加工順

序に依存して変化する場合や段取作業者数に制限のある場合の効率的なスケジューリングシステム

を開発します．本研究では，段取時間，納期，作業時間などを複合的に考慮するスケジューリング法

や遺伝的アルゴリズムを用いた方法を提案しています． 

 

 

 

 
１．現在使用している生産計画・日程計画が不適切な場合，メイクスパン短縮，機械の稼動率

向上が可能になる． 

２．金型生産工場や多種変量生産の機械部品加工工場への導入が期待できる．(各工場特性に応

じたカスタマイズが必要) 
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